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研究成果の概要（和文）： 

刷新の著しい歴史研究の成果を高校・大学（教養教育）における歴史教育に反映させるために、

(1)「近現代のグローバル・ヒストリー」「中央ユーラシア史」「日本史と世界史の統合」の３分

野を中心として、新たな研究動向の紹介や教育実践の報告を歴史系の教員・大学院生と高校教

員を加えた月例研究会で行い、成果を研究会のホームページと研究成果報告書 4 冊で逐次公開

した。(2)３分野の研究と教育の連関について、高校教員ら約 160 名と議論する研究会大会(2010
年 8 月 9～11 日)を公開開催した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

 The purpose of the study is bridging between recent results of researches of history 

at universities and teaching of history at high schools. We have held two kinds of meetings 

to accomplish the purpose. 

(1)Monthly seminars : We have held 27 seminars with high school teachers and graduate 

students, have uploaded the results and  published four reports. Seminar members lectured 

recent results of history and new method of teaching of history at high school. We have 

mainly focused these three fields: “Global histories in Modern Times”, “Histories of 

Central Eurasia” and “How to make combination of Japanese history and World history”. 

(2)A conference ( 8th-11th August, 2010): We held a conference education of history and 

discussed method of teaching about above three fields, with about 160 high school 

teachers. 
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研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：史学・史学一般 

キーワード：世界史、歴史教育、日本史、東洋史、西洋史、中央ユーラシア史、社会科教育学、 

グローバル・ヒストリー 

 
１．研究開始当初の背景 

本研究は総合大学の歴史学系と、教科教育法

の専門家、高校教員の三者の連携のもとに、

以下の歴史教育の諸問題に対して、教育内容

面からの改善策を研究するため立案された。 

（1）最近の歴史学の大きな変化：新しい領域

の開拓、既存領域での定説の書きかえが相次

ぐ歴史学の動向は、外部から体系的に理解す

るのが難しい。 

（2）高校の歴史離れ：高校の歴史教科書や授

業内容における新旧混在、履修形態の多様化

とカリキュラム開発の不全は、世界史の通史

的知識や体系的理解を後退させ、大学でも入

学者の知識がバラバラで教養・専門教育が難

しくなった。歴史を考える基盤の衰弱は、危

うい事態である。現代の国際関係は、自他の

歴史や文化に対する理解をますます強く要求

しているからである。入試や大学の教養教育

まで含めた対策が求められる。 

(3)大阪大学の歴史学系の取り組み：21世紀C

OEプログラム〈インターフェイスの人文学〉

(2002～06年度)の研究成果を高校教育界に

普及するための「全国高等学校歴史教育研究

会」(毎年8月開催)を基礎として、歴史学系の

教員・大学院生が高校教員と問題を討議する

月例の「大阪大学歴史教育研究会」を立ち上

げ、また大学教育で高校世界史の通史的知識

を前提とせず、アジア史・ヨーロッパ史など

の骨格を簡潔に教える講義を、全学共通教育

で開講した。 

 
２．研究の目的 

本研究は最新の歴史研究の成果を高校・大学

（教養教育）における歴史教育に反映させる

ために、とくに刷新の著しい分野を中心とし

て内容、解説法を検討し、また教材・教授資

料の作成に必要な作業を行い、それらの成果

を広く歴史教育の関係者に発信することを

目的とする。 
 
３．研究の方法 

本研究は、主に３つの活動を通じて実行し、

成果を「大阪大学歴史教育研究会」のホーム

ページ、成果報告書などを通じて公表する。 

(1)月例研究会「大阪大学歴史教育研究会」：

①外部からの講師も招いての最新の歴史学

の研究動向の紹介、高校および大学教養教育

での授業実践の報告、②大学院学生によるグ

ループ研究報告/模擬授業。 

(2)作業部会による、刷新の著しい分野を中

心とした解説集作成にむけた準備作業。 

(3)各地の歴史教育に関わる教員組織・学会

との連携による成果の伝達・普及活動。 

 
４．研究成果 

本研究の成果を、上記の研究方法に対応させ

てまとめると以下のとおりである。※「成果

報告書シリーズ」1(2009 年、78p.), 2(2010

年、46p.), 3(2010 年、58p.), 4(2011 年、

107p.) 
(1)月例研究会「大阪大学歴史教育研究会」：

①各年度９回、計27回開催し、毎回数十名の

参加を得た。内容と検討事項などの成果は逐

次ホームページで公開した。研究動向の紹介

で重点を置いたテーマは「中央ユーラシアと

陸海の交流の歴史」、「近現代のグローバル・

ヒストリー」である。②大学院学生によるグ

ループ研究報告/模擬授業の成果は「成果報

告書シリーズ」1,2,4として刊行した。 

(2)作業部会では、「グローバル・ヒストリー

と世界システム」「中央ユーラシアと陸海の



交流の歴史」に重点を置き、関連文献リスト

と用語集の二種の教材作成の成果を、ホーム

ページ、月例研究会、大会(後述)で公表した。 

(3)各地の歴史教育に関わる教員組織・学会と

連携して、シンポジウムの主催、研究分担者

の他のシンポジウムでの講演をおこなった

(学会発表リスト参照)。2010年8月9日～11日

に「大阪大学歴史教育研究会大会 阪大史学の

挑戦2」を主催し、全国から高等学校歴史担当

教員を主として約160名の参加を得た。また連

携する教員組織の研究会の成果を「成果報告

書シリーズ」3として刊行した。 

今後、本研究で得た成果を活用して、大学教

養課程で使用できる世界史教科書を作成す

ることが展望される。本研究の研究分担者桃

木至朗を研究代表者とし、本研究の研究代表

者・研究分担者を中心に組織する、基盤研究

(A) 「最新の研究成果にもとづく大学教養課

程用世界史教科書の作成」(2011-2013年度)

がその研究にあたる。 
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